
 秘密法と共謀罪に反対する愛知の会 2018 年 秋の連続学習会         2018.10.9 

     警察の市民運動への監視・弾圧を許さない【第１回】 

 

「有罪率99.9％の壁をいかに打ち破ったのか」 
－名古屋・白龍町マンション事件－   
講師：塚田聡子 弁護士 

お話：奥田恭正さん（当事者） 

 

 

 

 

 

【タイムテーブル】 
    司会 中川匡亮 事務局次長 

18:30～  開会挨拶 

18:35～ 

  ・約 90分 塚田聡子弁護士の講演、 

        奥田恭正さんのお話 

 ・約 20分 質疑応答 

20:25～ 閉会挨拶 

低層住宅が並ぶ住宅地に突然１５階建ての高層マンションが建つという。住民は住環境を守るために立ち上がっ

た。住民の工事監視活動をやめさせようと、警察と事業者は意を通じて、住民運動リーダーである奥田さんの「暴行」

事件をデッチ上げて逮捕・勾留し、「自白」を強要し、検察は起訴をした。有罪率９９．９％の日本の裁判の現状で無

罪を勝ち取った当事者・弁護団・支援者の闘いを、「共謀罪」が導入された今こそしっかり学ぼう。 

【第２回】10月23日(火)  －大垣警察市民監視事件－ 

公安警察は「無法地帯」か？ 

講師：山田秀樹・大垣警察市民監視違憲訴訟弁護団長 

【第３回】11月13日(火) －「刑事司法改革」の功罪－ 

日本の刑事司法制度を考える 

講師：石田倫識・愛知学院大学教授（刑事訴訟法） 

 

 

 

 

 

【プロフィール】1978 年、福岡県生まれ。九州大学法学部卒業、同大学院法学府博士

後期課程単位取得退学。同助手・助教等を経て、現在、愛知学院大学法学部教授。

専攻は刑事訴訟法で、とくに黙秘権、弁護権、被疑者の取調べ等を研究している。 

主要著作として、共編著『接見交通権の理論と実務』（現代人文社、2018 年）、「被疑

者・被告人の防御主体性――黙秘権を手掛かりに」『シリーズ刑事司法を考える第3巻 

刑事司法を担う人々』（岩波書店、2017 年）、「黙秘権保障と刑事手続の構造」刑法雑

誌 53巻 2号（2014年）ほか、多数。 

 

第２回・第３回とも  ★会場 名古屋第一法律事務所３F ★開始 １８：３０～  ★資料代 ５００円 

 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国賠請求等提訴記事 

2018.7.25 朝日新聞 

2018.7.25 読売新聞 

国賠請求等裁判 第 1回口頭弁論記事 

2018.10.3 

中日新聞 

2018.10.3 

朝日新聞 


